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研究成果の概要（和文）：研究は女性技術者拡大および国際性ある技術者の育成に寄与するため「技術職場で働
く女性のガイドライン」と国際交流を組み合わせたキャリア教育を開発しすることを目的とした。はじめに、海
外の学生との就労意識における違いを認識するため、日本人（高専学生）と香港学生との間で就業意識やライフ
プランに関するアンケートを実施した。その結果、香港の女子学生はライフイベント後も就労継続をする意識が
高いことが明らかになった。次に、国際交流プログラムにおいてキャリア教育に関するワークショップを行っ
た。ワークショップのテーマは１）技術系職場の魅力と課題、２）ワークライフバランス、の２つである。

研究成果の概要（英文）：Recently, the working population is decreasing in Japan. It becomes more 
necessary to increase the number of women in workforce. To achieve this, career education is very 
important to allow students to plan ahead their long-term career goals and to cultivate engineers 
with global visions.We produced a set of guidelines that introduces women engineers as role models 
who have good work-life balances in order to give students a better reference for their long-term 
career. In addition, to expand the global vision of students, it is very important to provide 
students with opportunities to exchange their opinions with students from other countries who are of
 their same generation.
The purpose of this study is the development of career education that is in accordance with the 
above mentioned guidelines along with the promotion of international exchanges.

研究分野： 土木工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  我が国は急速な少子高齢化により、今後生
産人口が減少する中で女性の就業率引き上
げが必須である。特に科学技術分野における
女性人材の増大は国策ではあるが、依然とし
て低迷しており、海外諸国と比較しても極め
て低い。また、我が国は第 1 子出産後に退職
する女性は約 6 割①と非常に多く、工学技術
系分野においても同様で、離職後に技術者と
して再就職する女性技術者は非常に少ない。 

 

２．研究の目的 
 これまで技術系職場では、技術職を目指す
女性が少ないこともあり、女性技術者にとっ
て１）職場に相談できる女性の先輩がいない、
２）出産後のキャリア継続の前例がない、な
どの理由から結婚、出産を機に退職するケー
スが多かった。これらの背景より、女性技術
者拡大のためには、学生時代から就労を継続
している女性技術者のロールモデルを知り、
自分の将来像をイメージできることが重要
であり、就職後に活用できるア）将来モデル
事例、イ）職場マナー、ウ）ライフイベント
（妊娠、出産）時の対応を掲載した「技術系
職場で働く女性のためのガイドライン」を作
成し、キャリア教育に活用していくことが必
要である。また、学生にとって、女性進出率
が高い海外の同じく技術者を目指す学生と
意見交換する機会をもつことは、価値観の違
いを認識し、就労に対する意識向上や国際性
の育成にもつながる可能性がある。 

 そこで、本研究は女性技術者の拡大に寄与
するため、国際交流と「技術職場で働く女性
のガイドライン」を組み合わせた効果的なキ
ャリア教育を開発し、女子学生の就労継続意
識の向上と国際性の育成を図ることを目的
としている。 

 

３．研究の方法 
 本研究目的達成ため、以下を実施した。 

(1) 学生の就労意識調査 
 女性進出度の高い海外（香港）の工学系の
学生と我が国の工業高等専門学校の学生を
対象に、就労価値観や将来のキャリアプラン、
ライフプランについてアンケート調査を行
う。調査結果を比較し相違を把握することで、
我が国の工学系学生の就労継続の意識にお
ける課題を明らかにする。 
 
(2) 技術職場で働く女性のためのガイドラ 
 インの作成 
 ガイドライン作成にあたり、結婚や出産を
経験しながら仕事を継続している女性技術
者を対象に、仕事と家庭の両立についてヒア
リング調査を実施した。初めての女性技術者
としての採用となるケースも多く、当初、女
性が働く環境が全く整っていなかった会社
において、どのように就労を継続してきたか
についても調査した。 
 

(3) 国際交流によるキャリア教育の開発 
香港の工学系学生と、日本の工業高等専門

学校の学生間において国際交流を活用した
キャリア教育を行った。具体的には、キャリ
アプランに関するワークショップを実施し、
香港と日本の類似点、相違点を認識しキャリ
アに対する意識向上を試みた。 
 
４．研究成果 
(1) 学生の就労意識調査 
 就労意識調査は香港高等科技教育学院（通
称 THEi）の建設工学科の学生（以下、香港（男
女））計 80名（内男子 70名、女子 10 名）お
よび日本では、苫小牧、香川、東京の３高専、
合計 629 名を対象に、直接配布・回収方式で
実施した。回答者の構成を表１に示す。 

 
表１ 回答者の構成 

 
調査結果の一部を図１～図２に示す。図１

に示すように、いずれの高専も「2.再就職コ
ース」「3.両立コース」が 30％程だが、香港
は「両立コース」が 63.2％であり、高専学生
と比較して２倍以上である。一方、香港は、
「1.専業主婦コース」「2.再就職コース」を
選ぶ学生は両者を合わせて約 20％程しかい
ない。これより、香港の方が仕事は続けて家
庭と両立させようとする意識が高いことが
わかる。 
前述の図１に示す希望するライフプラン

を選択した理由を図２に示す。最も多かった
回答は「経済的」な理由であり、次に多かっ
た回答は「やりがい」であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ ライフプラン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ライフプランの選択理由 

  苫小牧 香川（詫間） 東京 香港 合計 
男 106 157 150 70 483 
女  22  33  20 10  85 

未回答 111  3   5  0 119 
合計 239 193 175 80 687 
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(2) 技術職場で働く女性のためのガイドラ 
 インの作成 
 女性技術者の就労継続率向上のため、高専
女子学生が長期的なキャリアプランをイメ
ージでき、かつライフイベント時における働
き方の参考となるガイドラインの作成を行
った。ガイドラインの作成にあたり、前項の
学生の就労意識調査結果を踏まえ、既に結
婚・出産を経験し就労を継続されている建設
系の女性技術者（計 10 名）にヒアリング調
査を実施した。主なヒアリング内容は仕事と
家庭の両立や、出産後・子育て時期の働き方、
産休明けの職場復帰直後の働き方、男性職場
におけるマナーなどである。これらのヒアリ
ング内容を踏まえて、技術職場における課題、
キャリア継続にあたりライフイベント時の
対応などを記載し
た女子学生向けの
ガ イ ド ラ イ ン
「 Women in 

Engineering 技術
者への道」を作成
した。作成したガ
イドラインは、全
国の工業高等専門
学校の建設系の学
科に配布し、情報
発信を行った。       

図３ ガイドライン表紙 
 
(3) 国際交流によるキャリア教育の開発 
苫小牧高専では、香港の THEi と交流協定

があり、2015 年度より交流プログラムを行っ
ている。この国際交流プログラムにおいて、
苫小牧高専の学生が 2015 年 8 月に香港での
研修に参加した際、香港学生と高専学生を混
合しキャリアプランに関するワークショッ
プを実施した。 
ワークショップの参加者は日本人学生（苫

小牧高専）9 名、香港学生（THEi）7 名の計
16 名であった。これを日本人、香港人の混合
の３つのグループに分け、以下の 2 つのテー
マについてグループ内で議論した。 
１）技術系職場の魅力と課題 
２）技術者におけるワークライフバランス 

 また、議論を進めやすいよう両テーマにお
いて、英語と日本が併記されたキーワードを
それぞれ与えた。 
表２にワークショップ後に実施したアン

ケート結果を示す。質問項目 1、4 に示され
るようにほとんどの学生が自国との相違点、
類似点に興味が持てたと回答した。また、質
問 6の結果では半数以上の学生がキャリアに
対する価値観が変わったと答えている。 
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表２ 事後アンケートの回答結果 

 質問項目 
とてもそう思う←← →→全く思わない 

回答 5 4 3 2 1 

1. 香港と日本の労働条件の相違点 

（類似点）に興味がもてた 

THEi 2 5    

高専 2 6 1   

2. 働きやすい(働きたい)職場をイメ 

 ージすることができた 

THEi 1 5 1   

高専 1 6 2   

3. 自国以外の国の労働条件を知るこ 

とは、学生の時から必要だと思う 

THEi 2 5    

高専 4 4 1   

4. 香港と日本の学生のｷｬﾘｱﾌ゚ ﾗﾝ，ﾗｲﾌﾌ゚  

  ﾗﾝの相違点（類似点）に興味がもてた 

THEi 3 4    

高専 3 6    

 5. 学生のうちの自分のキャリアを 

  考えることは大切だと思った 

THEi 5 2    

高専 5 2 2   

6. 異なる国の学生との意見交換により 

自分のｷｬﾘｱに対する価値観が変わった 

THEi 1 3 2 1  

高専 1 4 3  1 

7. 英語を通じてｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝをとる 

 ことができた 

THEi 2 4 1   

高専 1 1 4 3  

8. 労働条件やｷｬﾘｱﾌ゚ ﾗﾝ，ﾗｲﾌﾌ゚ ﾗﾝに 

ついて英語で話し合った経験は今 

後の自分のｷｬﾘｱで役立つと思う 

THEi 3 4    

高専  8 1   
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